
第64回関東大学空手道選手権大会
大会要項

1.　第64回関東大学空手道選手権大会

2.　関東学生空手道連盟

3.　公益財団法人 全日本空手道連盟、公益財団法人 日本武道館、毎日新聞社

4. 　令和2年10月17日(日)午前9時開会(団体形競技のみ)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　 ※組手競技は形競技後に集合し開会。（全体での開会式は行わない）

5.会　　場　日本武道館：東京都千代田区北の丸公園２番３号

6.競技種目　男子形団体戦・女子形団体戦・男子組手団体戦（1・2部校区別なし）・女子組手団体戦、

7.出場資格　全日本学生空手道連盟加盟校空手道部員で同連盟に部員登録の完了している者。
且つ、(公財)全日本空手道連盟会員登録者で出場停止処分を受けていない者。

8.大会形式　男女団体形･女子団体組手･男子団組手の各種目の時間帯を区切り種目決勝まで行い、
　　　　　　種目ごとに選手団を入れ替えて行う。≪表彰式まで行う≫
　　　　　　終了した種目の選手及び関係者は退館すること。
　　　　　　≪各種目の集合時間はエントリーチーム数を見てから後日連絡予定。≫

【注意】
状況に応じて大会内容を変更(中止も含む)する場合がある。そのほか別紙「第64回関東大　　　　学空手道選手権大会補足資料」＜COVID-19対策詳細＞を熟読の上遵守すること。

9.競技方法 １)男女団体形：新ルールのグループシステム方式で行う。
 ①全試合採点方式で行う。
※５名審判の最高得点と最低得点を削除し､残る３名の合計点数が得点となる。
②ラウンド１は赤帯・ラウンド２は青帯・決勝戦は赤帯と青帯を使用する。
③全ての試合で､異なる形を演武する。
④ラウンド１はＪＫＦ第一指定形及び第二指定形とする。
⑤ラウンド２・決勝戦は､ＪＫＦ得意形リストより選択する。
⑥決勝戦は､形演武と分解を合わせて『５分間以内』で行う。
⑦３位決定戦は行わない。
⑧各試合で同点となり決定戦で使用した形はそれ以降の試合でも再度使用する事ができる。
※同点の場合､削除した以外の３名の最低点を比べ高い得点の方が勝ち､それも同じ場合は、最高点を比べ高い方が勝ちとなる。それでも同じ場合は､削除した得点も同じ方法で比べそれでもなお同じ場合は､別の新しい形で再試合を行う。
≪ラウンド１同点の場合､ＪＫＦ第一指定形及び第二指定形より選択する≫

２)男女団体組手　トーナメント方式
①男子女子ともに準決勝戦までは１分３０秒間フルタイム６ポイント差
決勝戦のみ２分間フルタイム６ポイント差とする。
１回戦より勝敗が決定した時点で終了とする。
（試合時間は出場校数によって変更になる可能性がある）

【当大会はコロナ感染予防策として実施するため】
６ポイント差勝負の場合､最高８ポイント差まで加算される。
≪大将戦前に９ポイント差以上の場合は試合終了とする≫
②安全具は学連マーク付の赤青拳サポーター・腹当て（女子は胴当てがベスト）
　　　　　　　 赤青のシンガード、インステップガード・マウスピース・指定のマスク（ヒロタ製）、男子はセーフティーガードを装着すること。安全具に不備のある選手は出場出来ない。棄権とする。
※マウスピースは無色透明・奥歯まできちんとはまる物であること。
　＜マウスピースが偽造であると判明した場合は即棄権とする。＞
※指定のマスク（ヒロタ製）のご注文方法は本大会要項末尾の【組手試合時に着用する指定マスク（ヒロタ製）にご注文方法】を参照。

10.競技規定　(公財)全日本空手道連盟競技規定及び全日本学生空手道連盟申し合わせ事項に基づく。
①空手衣(上・下) 帯に学連マークを縫い付けていること。
　※帯は組手・形共に赤・青を使用すること。
　　帯には､学校名･個人名･全日本空手道連盟の刺繍は可。流会派名は不可。
　　　　　　 ②空手衣の上衣の袖の長さは腕を下げた状態で最長で手首までとし、ズボンの長さは最長で踝（くるぶし）までとする。
　　　　　 　③空手衣の上衣の袖の空きは、袖先部分で袖と腕の間が８～１５ｃｍ、また下衣は裾部分で下衣と足の間が８～１５ｃｍでなければならない。規定違反の場合は棄権とする。
④女子は空手衣の下に白無地のＴシャツを着用しなければならない。

【今大会のコロナ感染予防策としての実施事】
競技中の選手・審判はマスク着用とする。<待機・移動時も同じ>
組手競技は競技中も指定のマスク（ヒロタ製）着用は必須。
終了した種目の選手及び関係者は退館。

【審判員】
試合中は､不織布マスク、フェイスシールド、手袋、を装着して行う。
赤･青の旗はマイ旗として使用する。＜使用方法は当日説明＞

11.出場人員　男子団体組手出場選手は１チーム５名（登録選手１０名以内）
女子団体組手出場選手は１チーム３名（登録選手６名以内）
男女団体形出場選手１チーム３名（登録選手４名以内）
種目ごとに監督１名・コーチ１名及び、補助要員として１名とする。
監督(学生は不可)が参加しないチームは大会に出場することはできない。
　　　　　   申込みの監督とは当日監督席に座る方です、極力変更が出ない様にする。
　　　　　
【事前要請事項として】
１)コロナ感染予防策として､登録者以外の入館は不可。
　≪応援の部員･ご父兄･先輩方の入館も不可≫
２)当日登録入館者(出場選手･監督･コーチ･補助要員･係員･審判･役員)は10月4日(月)～
   10月17日(日)当日までの検温･体調記録(後日別紙送付)を大会当日に提出する事。
   ≪37.5度以上があった／体調不良があった／記録がない方の入館は不可≫
３)PCR検査費用は各大学にて負担。役員、審判については関東学生空手道連盟より三千円まで負担。PCR検査機関については別紙「第64回関東大学空手道選手権大会補足資料」＜COVID-19対策詳細＞を参照。
４)大会終了後翌日10月18日(月)～10月31日(日)までにコロナ感染等の体調不良が確認された場合には直ちに関東学生空手道連盟事務局まで要連絡。
５)部内･自宅･寮内に感染者が出た場合は出場不可。
６)日常生活の中でも感染確率の高い場所への出入りは避けること。

12.ゼッケン　空手道衣背中に学空連指定のゼッケンを指が入らない様に四辺全て縫いつけること。
　　　　　　　ゼッケンの無い選手、初戦の際にゼッケンを縫い付けていない選手は出場を認めない。

13.表彰　男子団体組手・女子団体組手それぞれ、優勝・準優勝、第三位（２校）並びに
優秀選手（男子８名、女子７名）の表彰を行う。
　　　　　　 男女団体形それぞれ優勝、準優勝、第三位（２校）の表彰を行う。

14.出場費  ①大会出場費　男子組手　 30,000円
女子組手　 18,000円	
男女形　　 12,000円

②協　賛　金　男子出場校 10,000円
　　　　　　　女子出場校  6,000円

③保　険　料　男・女、組手および形 登録選手１名につき300円
（１名の選手が組手と形２種目に出場した場合は300円。登録選手名簿に明記の事。）

15.全日本大学大会出場枠について
【関東地区からの全日本大学大会出場校枠】
               ※全日本大学大会の開催決定後連絡予定。

16.入れ替え戦　今大会は１部・２部共一緒に行うため、今年度は実施しない。
　　　　　　　【順位に関係なく１部･２部入れ替えは行わず現時点(62回大会)の区分を凍結する】
　　　　　　
17.医療処置　大会当日は担当医師が応急処置および医療指導をするが、その後の処置は自己責任において行うこと。
（大会傷害保険：通院2千円/日、入院3千円/日、手術時は別途定められた金額）
· 大会当日は必ず健康保険証を持参すること。

18.その他の注意事項
①登録選手の変更は不可。
②部長印、監督印のないものは無効。
③部員登録、全空連会員登録（登録選手名簿に会員番号記入の事）されていない場合には、出場不可。（大会申込日までに関東学連へ申請済の場合を除く。）
④申込期日締切以降、及び提出書類に不備がある場合は受け付け不可。
⑤健康診断書は、大会当日、受付にて提出。医師印のないものは無効。健康診断書と検温･体調記録(後日別紙送付)を提出しない大学は出場不可とする。
令和３年４月１日以降の診断書であれば、コピーでの提出も可とする。選手の体調に
関しては責任者が充分な配慮をすること。
⑥各大学パンフレットに各大学選手の写真を掲載致しますので申込時に必ず男女、組手・形
それぞれの写真を提出すること。締め切りまでに間に合わないあるいは、不適切な写真は白紙での掲載とする。
⑦監督会議に参加しない大学、大会監督がいない大学は出場不可。
尚､学生の監督は認めない。
　　　　　　※万が一監督変更となる場合は､別紙の監督代行届に記入し、必ず当日の監督会議時に
　　　　　　　大会審判長へ届けを出すこと。［当日変更は極力避ける］
　　　　　　　≪但し､１１番の事前要請事項がクリアーしている事が条件≫
⑧監督の服装については空手衣ではなくスーツ着用。ダーク系のスーツもしくはブレザーで、ネクタイ・不織布マスクを着用。ネクタイは学連ネクタイ以外のもの（審判との混同を避けるため）とし、靴は審判シューズに準じた黒の上履きとする。なお日本武道館床保護の為、底の硬い靴は避ける。女性監督は上記に準ずるパンツスーツとする。
⑨選手・監督にはIDカードを選手受付にて配布。アリーナ内では必ず着用すること。選手のIDカードはメディカルカードを兼ねる。IDカードの無い者（登録された選手・監督以外）は練習場所への入場は不可。
⑩団体組手競技に出場するチームは、選手数が規定の過半数を超える場合に限り出場が認め
　　　　　　　られる。規定数に達しなくとも事前の申し出は不要。
⑪日本武道館ではアリーナ以外は裸足歩行禁止。各大学で「履物」を用意し注意事項を　　　
厳守。また、指定場所以外は練習禁止。
⑫館内は指定場所以外禁煙。厳守すること。
⑬館内の電気コンセントは全て使用禁止。
⑭各大学のゴミは館内のゴミ箱に廃棄せず、全て持ち帰ること。
（日本武道館内で購入した物のみ廃棄を可とする。指定業者の弁当容器は返却。）
⑮大会運営上、注意に従わない大学は、大会委員会へ諮り懲罰の対象となる。

19.申し込み方法　下記書類を下記のメールアドレス・郵送・FAXにて提出。大会出場費については別紙参加申込明細書の振込口座へ振込みすること。
1 出場申込書（PDFデータ）＊押印付き
2 出場申込明細書（PDFデータ）＊振込受領書添付付き
3 出場選手名簿（Exceldデータ）
4 大会出場団体写真（各種目ごとに撮影する）写真は規律あるものをデータで送ること。
※申込明細・出場費振込用紙ともに、参加種目に○印を記入。
※出場費は指定の郵便振込以外は受付不可。

20.申込日時　令和３年９月18日（土）～17：00
　　　　　　　※時間厳守（大学の許可等でやむを得ず遅れる場合は必ず事前に要連絡）
21.申込先　〒160-0013
東京都新宿区霞ヶ丘町4番2号
関東学生空手道連盟事務所
Ｅ－Ｍａｉｌ　  kantogakukuren@gmail.com
ＴＥＬ／ＦＡＸ　03-5843-0463/03-5843-0464
　　　　　　　※メール提出でのみ受付

22.抽選会　令和３年９月25日（土）　14：00開始
※定刻になり次第、関東学生空手道連盟大会委員長立会いの下コンピュータ抽選を行う。

23. その他　【組手試合時に着用する指定マスク（ヒロタ製）にご注文方法】
当大会で使用する指定マスクの注文は、9月18日（土）までに別途申込用紙に記入し、㈱ヒロタへ直接申込みすること。その後商品発送と同時に、㈱ヒロタより請求書を送付。尚、受注生産のため返品は不可。

以上
